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市場での有機ごみ
年間回収量 33,239kg

40家族
100％
75％

ごみ分別回収を
開始した市内家族数

今年度計画の達成度
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達成度
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目標

活動内容と成果

　年間約24トンの農薬容器が排出されているが、啓発不足のため適切に処理
されておらず、さらにごみの分別回収がされていないため、環境汚染と健康被
害が懸念されている。

　今後も啓発活動を継続し、農薬空容器回収キャンペーン
やごみの分別回収、生ごみの堆肥化を持続していく。

　農薬空容器回収と、ごみの分別回収を導入することで、パンパグランデ市の
農地及び生活空間のごみによる環境汚染が減少する。

　使用済みの農薬容器のリサイクルについて、農村で講習会を開催し、専用の
回収所を市内14か所に設置し回収キャンペーンを実施した。昨年講習を受け
た教員が主体となって、各学校で生徒を対象に学校周辺の美化活動、生ごみ

今後の
展望

有機ごみを分別回収する市場の野菜売場の女性

回収した農薬空容器は2年で
保管場所いっぱいに

■苦労した点
　生ごみ堆肥の質が安定
しなかったので、粉砕機を
導入したりスタッフが講習
会に参加したりしたこと
で、段々と堆肥の質がよく
なってきた。

■工夫した点
　 市 場で の 生ご み 回 収
は、分別指導員を雇用して
必ず分別がされるように
指導しているため、きちん
と分別がされている。

苦労した点と工夫した点

堆肥作り、啓発ビデオの制作などの環境教
育を実施した。学校と市場、広場にて資源
ごみの分別回収を実施した。市場では野菜
売り場の売り子さんが生ごみの分別回収
に参加し年間33,239 Kgの有機ごみを回
収し堆肥になっている。市民を対象に、環
境絵画コンクール、物々交換フェア、美化
キャンペーンを行った。


